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|総説|
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現在わが国では，猪や鹿といった野生動物の生息数が

大幅に増加し農作物への甚大な被害や自然生態系への

影響などが，大きな社会問題となっている.特に農作物

への被害は深刻で、， 2012年度の農林水産省の報告では，

猪，鹿による被害額は，それぞれ62億円及び82億円

に達すると報告されている.増えすぎた野生動物の対策

として，わが国の広い範囲で多くの自治体が管理捕獲を

実施している. 2013年度の環境省の統計では. 45.2万

頭の猪並びに 51.3万頭の鹿がそれぞれ捕獲されている

(図).さらに 2014年には. 1鳥獣の保護及び狩猟の適

正化に関する法律」が「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟

の適正化に関する法律」に改正され，より効果的に鳥獣

の管理を図るための措置と鳥獣の生息状況の適正化が進

められている.

捕獲された野生鳥獣を有効に活用する方法として，食

肉として利用する試みが各地で進められるようになり，

従来，狩猟者やその家族などの限られた人の間で消費さ

れていた野生鳥獣肉が，一般の人達にも身近な存在と

なってきた.また，一部の地域では，猪や鹿の捕獲後に

狩猟者が素手でこれらの動物を解体し，生あるいは生に

近い状態で肉や肝臓等を喫食することが慣倒的に行われ

ている.このような状況下において，捕獲から食肉処理，

喫食といった一連の過程で，野生鳥獣の血液や肉などを

介して，人が各種病原体に感染する可能性が危倶され

る.実際に，国内外において，鹿や猪の肉が原因となっ

た腸管出血性大腸菌，サルモネラ.E型肝炎ウイルス等

による食中毒事例が報告されている(表). しかしなが

ら，これまでに猪や鹿について，各種人獣共通感染症の

感染源となるリスク評価は，必ずしも十分には行われて

いないのが現状である.

本総説では，猪や鹿から人に感染する可能性のある人

獣共通感染症の一部について，過去に発生した事例やこ

れらの動物の各種病原体保有状況について解説する.

1 志賀毒素産生大腸菌

反努獣は他の動物に比べて，特に志賀毒素産生大腸菌

(Shiga toxin-producing Escherichia coli : STEC)を高

率に保菌していることが報告されている. Ishiiら [1]

は，人を含むさまざまな動物から分離した大腸菌 1，531

株の各種病原因子の解析から. 31株 (2%)がSTECで

あったことを報告している.その分離株を由来別にみる

と，羊，山羊，鹿や豚から高率に STECが検出されたが，

他の動物(犬，猫，馬など)からはまったく検出されて

いない.同様に， ドイツ・ベルリンの健康な家畜やベッ

トなどの動物 720頭について. STECの保菌状況を検討

した研究では，羊で 66.6%. 続いて山羊で 56.1%. 牛

で21.1%と，いずれも反努獣で高い保菌率を示したの

に対し，猫で 13.8%. 犬では 4.8%であった [2]. 世界

各地の肥育牛における 0157STEC (以下 10157Jと

記す.)の保菌率は.0.2~48.8% とさまざまである [3].

以上のことから，反努獣は STECを高率に保菌し，人

への重要な感染源動物であると考えられており，鹿も，

STECを高率に保菌している可能性が考えられる.米国

[4-6] .スペイン [7]の各種野生鹿を対象とした研究

では，鹿の 0157の保菌率は. 0~2.4%と牛に比べて低

い [4-7J. しかしながら，わが国や諸外国では，鹿由

十連絡責任者:壁谷英則(日本大学生物資源科学部獣医学科獣医公衆衛生学研究室)

干 252-0880 藤沢市亀井野 1866 ft . FAX 0466-84-3377 E-mail: kabeya.hidenori@nihon-u.ac.jp 

t Correspondence to : Hidenori KABEYA (Laboratory 01 Veteri却aryPublic Health， Department 01 Veterinary Medicine， 

College 01 Bioresource Sciences， Nihon UniversiかJ

1866 Kameino， Fujisawa， 252-0880， Japan 

TEL . FAX 0466-84-3377 E-mail: kabeya.hidenori@niho却-u.ac.jp

日獣会誌 69 277~283 (2016) 



野生動物の食用利用と人獣共通感染症

表 わが国及び諸外国で発生した野生鳥獣肉由来食肉を原因とした食中毒の報告事例

病原体
発生または
報告された年

国 原因 事 例
参考
文献

腸管出血性
大腸菌

Salmonella 

冷凍保存していた鹿肉を生食した 4名 (53歳男性.14歳
日本(山形県) 鹿肉 [10] 

8歳女児. 8歳男児)と無症状2名が 0157に感染.
1997年

2001年日本(大分県)鹿肉 3名 口8]

米国
(オレゴン州)

1995年 鹿肉 鹿肉のジャーキーを食べて 5名が 0157に感染. [9] 

米国
鹿肉 加熱不十分の鹿肉を食べた 7歳男児が0157に感染.

(コネチカット州)
2002年 [11] 

米国 鹿肉ソーセージを食べて 5名が 0157に感染2007年鹿肉 ・ [8]
(ミズーリ州) うち.2名 (3歳. 5歳女児)は HUSを発症.

2009年 日本(茨城県) 鹿肉 l名 [18] 

冷凍保存していた鹿肉を生食した 32名のうち 28名が
1987年 日本(長崎県) 鹿肉 [27] 

下痢，発熱，腹痛などを発疲.

米国 鹿肉の刺身を喫食した 65歳の男性が下痢. I桓吐，発熱を
2012年(報告) 鹿肉 [28] 

(ノ、ヮイナ十J) 発症

2003年 日本(兵庫県) 鹿肉 冷凍保存していた鹿肉を生食した 4名が急性肝炎を発症 [35] 

2003年 日本(鳥取県)
猪の肝臓を生食した 2人が急性劇症肝炎を発症し. 1人が

猪肉 [36] 
死亡

E型肝炎 バーベキューで猪肉を喫食した 12人中 8人が HEVに感
2003年 日本(長崎県) 鹿肉 [37] 

ウイルス 染し. 5人が発症.

鍋物，及び焼肉にして喫食した 1名 (50代女性)が急性
2005年日本(福岡)猪肉 口8]

肝炎を発症.

2012年(報告) 韓国 鹿肉 鹿肉を生食した l名 (43歳男性)が急性肝炎を発症 [38] 
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図 わが国の狩猟及び有害捕獲等による猪と鹿の捕獲頭数の推移

2000-2013年度におけるわが国で捕獲された猪と鹿の頭数を. I狩猟J. 及び「有害鳥獣捕獲など」別に示す.環境省・

自然環境局調ベー「有害鳥獣捕獲など」には，環境大臣都道府県知事，市町村長による鳥獣害捕獲許可のうち. I有害鳥獣

捕獲J.及び「特定鳥獣保護管理計画に基づく数の調整」を含む.

来の 0157による感染事例も報告 [8-11J されている

ことから，今後，さらに広範囲かつ継続的な疫学調査，

並びに分離株の人に対する病原性解析などの検討が必要

である.

一方，血清型 0157以外の STEC(non-0157 STEC; 

日獣会誌 69 277 -283 (2016) 

以下 Inon心 157Jと記す.)の保菌率は， 5.0 ~33.3% と，

0157に比べて高い [12，13J. Asakuraら [14J は，

1997 年 6~7 月に北海道で採取した鹿の糞便 43 検体か

ら.7株の non-0157を分離しており，分離株の中には，

志賀毒素遺伝子を保有し実際に毒素産生能を有する株
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が含まれていたことを確認している.この時分離された あった③鹿の腸管は銃弾により破裂しており，ほとん

鹿由来 non-0157の株の中には，志賀毒素以外にも，腸 どの臓器は原形を留めていなかった.さらに④一晩鹿を

管上皮細胞への定着に関与するインチミン遺伝子 (eae) 屋外に吊るし，コネチカット州の自宅へ搬送した⑤

や溶血に関わるエンテロヘモリシン遺伝子 (hか>4)と 鹿を自宅に搬送した翌朝，剥皮し鹿肉を切り分けて冷

いった病原因子を保有している株が存在していた日4]. 凍保存した.①~⑤の状況から，鹿が被弾後，破損した

米国では，実際に，鹿肉を原因とした non-0157による

集団食中毒事例も発生していることから，今後，わが国

でも鹿由来 non-0157について，早急にリスク評価をす

る必要があると思われる口5].

Diaz-Sanchezら口6Jは，野生鹿における STECの

保菌状況を，捕獲地域，性，年齢などの項目別に検討し

たところ.I家畜との接点がある個体」ほど，さらに「鹿

の生息密度が高い地域で捕獲された個体」ほど. STEC 

が高率に分離されることを明らかとしたさらに，

Singhら日7Jは，米国・ミシガン州の限定した地区に

生息する野生鹿と，同地域で飼育されている牛から分離

された STEC分離株の遺伝子性状を解析した結果，鹿

由来株と牛由来株で遺伝子性状がきわめて類似していた

ことから，野生鹿と牛との間で. STECが伝播している

可能性を示唆している.

これまでに鹿肉が原因となった 0157の食中毒事例

は，わが国でも散発的に発生している. 1996年 11月に

北海道で狩猟され，冷凍保存されていた鹿肉を翌年 1月

に生食した山形県内の 8歳女児が，血便を発症しその

便からは 0157が分離されている口0]. さらに同じ鹿

肉を食べた患者の姉(14歳女性). 53歳男性. 8歳男児

も0157に感染したこの鹿肉を喫食した 11名のうち，

発症したのは 4名のみであったが，患者と同じ鹿肉の刺

身を喫食して，無症状であった 2名の糞便からも 0157

が検出されている.患者と喫食した鹿肉からそれぞれ分

離された株の遺伝子性状が同じであったことから，

0157に汚染された鹿肉が原因となって発生したことが

証明されたこの他にも. 2001年には大分県. 2009年

には茨城県でそれぞれ鹿肉を原因とした 0157による食

中毒事例が発生している(食品安全委員会:ファクト

シート(科学的知見に基づく概要書)ジビエを介した人

獣共通感染症 (2014)(https://www.fsc.go.jp/sonota/ 

factsheets/141209_gibier.pdf)) . 

米国では. 1995年に自家製の鹿肉ジャーキーが原因

となった 0157による人の集団感染事例 [9Jや. 2007 

年には，鹿肉のソーセージが原因で溶血性尿毒症症候群

(Hemolytic-Uremic Syndrome : HUS) を発症した事

例 [8Jがある.また. 2002年には，米国・コネチカッ

ト州では，加熱不十分の鹿肉を大量に喫食した 7歳の少

年が 0157による胃腸疾患症状を発症した日1].食中

毒の原因となった鹿は，患者の父親が米国・パーモント

州で狩猟したもので，①腹部を狙撃された後.2時間逃

亡した後に死亡し②この父親が野外で解体したもので

腸管内の 0157が鹿肉を汚染し常温で保存中に増殖し

たことが原因であると考えられた実際に，その後の検

査により，当該少年の下痢便と残っていた鹿肉から，同

じ遺伝子性状を示す 0157がそれぞれ分離されている.

鹿の糞便により汚染された農作物が原因となって発生

した 0157による食中毒事例がある日8].2011年，米

国・オレゴン州で 15名の 0157による食中毒事例が発

生し，このうち 4名がHUSを発症し 2名が死亡した

疫学調査の結果. 0157に汚染されたイチゴが原因で発

生したことが疑われたイチゴ農家から採取したさまざ

まな検体を検査した結果，鹿の糞便が混入した材料から

のみ 0157が分離され，イチゴ農家から分離された株の

遺伝子性状は，患者由来株と同じものであったことか

ら，鹿の糞便に汚染されたイチゴが原因であることが判

明した.実際に鹿がイチゴ畑に出現しこの農場内は鹿

の糞便で汚染されていたことも確認されている.

2 Campylobacter属菌

これまでの研究では.Campylobacter属菌の保菌状況

は，猪と鹿で大きく異なっている. Sasakiら[l9Jの

報告では，わが国の鹿 128頭からは.Campylobacter 

属菌はまったく検出されていない.同様に，カナダ

(0/86) [20J. スペイン (0/295) [16Jの鹿からも分離

されていない.ノルウェーの鹿では. 0.3% (1/324. 

分離菌種は C.jejuni) [21J.及び0.04%(1/2.243.分

離菌種は C.hyointestinalis) [22J と，きわめて低率な

がら Campylobacter属菌が分離されている.

一方，わが国の猪からは 121頭中 53頭 (43.8%) と，

高率に Campylobacter属菌が分離されている日9]. 分

離株のほとんどが，従来，豚から分離されるC.lanienae 

やC.hyointestinalisであったが. 1検体から のみ

C. jejuniが分離された近年. C. hyointestinalisは，

人の糞便からも分離されていることから，人へ病原性を

有することが疑われている [23J.

Carboneroら [24Jは，スペイン南部に生息する野

生偶蹄自動物を対象として.Campylobacter属菌の保菌

状況を検討したところ，アカシカでは 2.8%(5/179). 

ダマシカでは 0%(0/45). ムフロンでは 7.7%(1/13) 

から本属菌が分離されたのに対し，猪では 38.9%

(49/126)から分離されたことを報告している.猪から

分離された 49株のうち.34株(69.4%)は. C. lanienae 

であったが. C. jejuniが 2株 (4.1%). C. coliも8株

(1 6.3%) 含まれていた.さらに • Campylobacter属菌

日獣会誌 69 277 ~ 283 (2016) 
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が分離された猪の疫学要因を検討したところ， I猪の生

息密度」と「人工の水場の存在」が高い保菌率に関与し

ていることを明らかとしている.

3 Salmonella属菌

Salmonella属菌の保菌状況も，猪と鹿で大きく異

なっている.わが国の野生鹿 128頭について検討した

報告 [19]では，Salmonella属菌はまったく検出され

なかった.ノルウェーでも 0%(0/611) [21]，米国・

ネプラスカ州では1.0%(5/500) [25]，スペインでは

0.3% (1/295)口6] と，野生鹿の Salmonella属菌保

菌率は低い.その一方で、，鹿肉を原因とするサルモネラ

食中毒事例が国内外で報告されている わが国では，鹿

肉を原因とする SalmonellaTyphimuriumによる集団

感染事例が昭和 62年に記録されている [26]. 鹿肉の

刺身を喫食した 32人中 28人が発症し下痢，発熱，

腹痛といった典型的なサルモネラ食中毒の症状を呈して

いる.この事例は，食肉処理業者によりと殺解体した後，

冷凍保存されていた鹿肉を刺身として喫食したことが原

因であった. 2012年には，米国・ハワイ州で 65歳の男

性が鹿肉の刺身を喫食して，下痢， p匝吐，発熱など，典

型的なサルモネラ食中毒の症状を示した事例が報告

[27]されている.

これに対しわが国の猪の Salmonella属菌保菌率は

7.4% (9/121)と，鹿に比べると高率であることが示

されている口9].

4 Toxoplasma gondii 

Matsumotoら [28]は，群馬県で捕獲された猪や鹿

のToxoPlasmagondii感染を血清学的に検討した結果，

猪で 6.3%(11/175)，鹿で1.9%(2/107)の抗体陽性

率であることを明らかにした一方，北海道の鹿 120

頭を対象とした研究では，血清疫学調査に加え，脳組

織を用いた PCR法により T.gondii DNAの検索を実施

したところ，いずれも陰性であった [29].一方，海外

の鹿の T.gondii抗体陽性率は，中国では地域によって

8.4 ~ 15.5% [30]，米国では 22.5%[31]であったこ

とがそれぞれ報告されている.

鹿肉を原因とした人への感染事例としては， 2001年

に鹿肉が原因で， トキソプラズマ性脈絡網膜炎を引き起

こしたと考えられた事例がある [32].その他の鹿肉が

関わった T.gondii感染による健康被害については，ほ

とんど報告がない.その理由として，通常，健康な人で

あれば，妊婦の初感染を除き，特徴的な症状を示すこと

は少ないこと，また，鹿肉以外にも他の食肉の喫食や猫

との接触など，通常の生活においても T.gondiiとの暴

露機会は多いことが考えられる.実際にわが国の 4，466

名の妊婦を対象とした抗体調査では， 10.3%が陽性で
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あったことから，本原虫は広く環境中に分布していると

思われる [33]. 鹿肉による T.gondii感染のリスクに

ついては，今後これらの点を踏まえ，議論していく必要

がある.

5 E 型肝炎

2003年4月，兵庫県で野生鹿肉の生食を原因として

E型肝炎ウイルス (HEV)感染事例が発生した 2家族，

4人が急性肝炎を発症し 残っていた鹿肉から検出され

たHEVRNAと患者から分離された HEVRNAの塩基

配列が一致したことから，鹿肉が原因となって発生した

感染事例であったことが明らかとなった [34].鳥取県

では，同年に猪の肝臓を生食した 2人が急性劇症肝炎を

発症し， 1人が死亡している [35] さらに同年，長崎

県でも，バーベキューで猪肉を喫食した 12人中 8人が

HEVに感染し， 5人が発症している [36].2012年には，

韓国において，鹿肉を生食した 43歳の男性が急性肝

炎を発症した事例が報告 [37]されている.

わが国では，鹿や猪を原因とした HEV感染事例が契

機となって，全国各地で HEV抗体並びに同 RNAの検

出について調査されている.この成績では，猪と鹿では

感染状況は大きく異なっている. Satoら [38] は，

2003年から 2010年にかけて， 25府県で捕獲した猪に

おける HEVRNAの検出を試みた結果，血清の 2.2%

(11/507)，肝臓の 3.4%(19/552)がそれぞれ陽性で

あったと報告している. Haraら [39]は，山口県の猪

の血清 4%(5/113)から HEVRNAを検出し， ELISA 

により， 42% (47/113)が抗 HEVIgG陽性であった

ことを示しており，猪には比較的高率に HEVが分布し

ているものと考えられている.これに対して， 16道県

で捕獲された 976頭の鹿血清， 159頭の肝臓，並びに

88頭の糞便のいずれの検体からも HEVRNAは検出さ

れていない[40]. また，抗 HEVIgG陽性率も，わず

か2.6%(25/976)であった.

わが国では，猪や鹿以外にも，豚，マングースから

HEVRNAが検出されており，いずれも遺伝子型は 3型

あるいは 4型であった [38，41， 42]. しかしながら，近

年，既存の遺伝子型に属さない，新たな遺伝子型の

HEVが猪から検出されていることから，今後，これら

の遺伝子型の人への感染についても注目していく必要が

あると思われる [43，44].

6 ベクター媒介性感染症

野生の猪や鹿には，ダニやシラミパエなどの吸血性節

足動物が多数寄生していることから，これらの動物が各

種のベクター媒介性病原体の重要なキャリアーとなる可

能性が考えられている [45-48]. 猪や鹿の生息数の増

加に伴い，捕獲作業中や，これらの動物が人家周辺に出
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没した際に，動物の体表に付着していたり，落下した吸

血性節足動物が人に寄生することで，ベクター媒介性人

獣共通感染症に擢患する危険性も増加していると考えら

れる.

わが国には，日本紅斑熱の病原体である Rickettsia

japonicaが分布している [49]. 1998年以前は，患者

はおもに西日本の太平洋岸沿いで多くの事例が報告され

ていたが，その後，島根県，鳥取県や福井県など日本海

側，さらに 2007年には青森県でも発生がみられている

[50J. 島根県で捕獲された鹿の 92.7% (64/69) から，

紅斑熱群リケッチアに対する抗体が検出されており，岡

県の鹿には広く紅斑熱群リケッチアの感染が広まってい

る可能性がある [51]. 近年，わが国では，新しい紅斑

熱群リケッチアである R.helvetica [52J， R. heilongji-

angensis [53J， R. tamurae [54J による人の感染事例

が報告されている. lnokumaら[46Jは， 2004~2005 

年にかけて北海道に生息する鹿の血液を用いて， nested-

PCRにより RickettsiaDNAの検出を試みたところ，

7.8% (8/102)が陽性を示し， PCR産物の塩基配列の

解析の結果， 8検体すべてが，R. helveticaであったこ

とから，鹿がこれらの紅斑熱群リケッチアの病原巣と

なっている可能性がある.

わが国では，厚生労働省により，全国的な猪や鹿を含

む各種動物を対象として，重症熱性血小板減少症候群

(Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome : 

SFTS) ウイルスに対する抗体調査が， 2013年 [55J，

2014年(森川 茂他:<速報〉重症熱性血小板減少症候

群 (S町 S)ウイルスの圏内分布調査結果(第二報)，病

原微生物検出情報 (20l3) (http://www.nih.go.jp/ 

niid/j a/id/2242-disease-based/ sa/ sfts/idsc/ iasr-

news/4428-pr4094.html))， 2016年 [56J に実施され

た.この調査では，福岡，熊本，宮崎，鹿児島，島根，

広島，山口，徳島，愛媛，三重，滋賀，京都，兵庫，和

歌山，長野，静岡、宮城で抗SFTSウイルス抗体が陽性

の鹿が確認されている. 2016年3月に発表された第3

回目の圏内の SFTSウイルス分布状況調査においても，

鹿の抗 SFTS抗体陽性率は全体で 24%であり，特に

SFTS患者が発生している地域における鹿の抗体陽性率

(37%)は，発生していない地域 (8.4%)と比べ，有意

に高い傾向にある [56J. 猪でも，熊本，鹿児島，徳島，

香川，愛媛，高知，山口，広島で抗体を保有する個体が

確認されている. SFTS患者が発生した山口県の猪の抗

体保有率は， 8.6% (32/370) と，岡県の鹿 (43.2%: 

217/502) に比べて低い.
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